
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年 ５ 月 1８ 日 

第８１ 号 

国会終盤へ さらに 3000万人署名広げ

市民と野党の共同で安倍政権を退陣へ
へ！！ 

 コープ 
かごしま 
労組 

 

生協労連  憲法守れ！34台のトラックパレード 目立って注目！ 
 コープかごしま労組として３年ぶりとなるトラックパレードを５月１２日（土）、生協理

事会との共催で開催しました。今回は、「安倍政権の下で「戦争ができる国」づくり

に道を開くために、平和憲法に自衛隊を明記し、武力行使や戦力の保持、交戦権

を認める動きにストップを」と鹿児島市民にアピールしようと計画しました。34台の

配送車に「憲法 9条を守れ！戦争する国づくり反対！」の横断幕をつけて 5台 1  

  組の隊列で 1時間半のルートを走りました。 

5台隊列の先頭にはアナウンサーが乗車し、

マイクで「憲法を守ろう」と市民にアピール。 

 出発集会では、51人の労組員と子どもたち

が参加。上城組織運営本部長と溝口執行委

員長のあいさつの後、「憲法 9条を守れ！」

「戦争できる国づくり反対！」「集会参加のみ

なさん、憲法を守る運動を大きく広げましょう」

と集会宣言を読み上げてスタートしました。 

  

署名行動もやって 1時間
半で署名 110人も 
 同時に、天文館で「平和憲
法を守ろう」と署名行動もおこ

ない、12人が参加、シール投

票もおこなって通行人に呼び

かけました。1時間半近くの行

動で署名が合計110人から寄

せられ、大きな成果になりまし

た。 

 国会では、「森友・加計問

題」や「働き方改革」などの審

議が続いていますが、秋の国

会に憲法改正発議を上程し

ようと狙っています。署名を集

め、断念させましょう！ 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　日　　　　　時 　　　行　　　動　　　名 　　　　場　所、主　催・共　催

5月19日（土）14：00～15：00 19日行動 衆議院第2議員会館前

5月19日（土）15：00～16：00 働き方改革一括法反対の行動　
衆議院第2議員会館前を中心に
（労働弁護団など）

5月24日（木）18：30～19：30 木曜日行動 衆議院第2議員会館前

5月26日（土）14：00～15：30 美ら海壊すな国会包囲行動

＊憲法共同センターのステージは
国会図書館前　　　（総がかり行動実
行委員会、基地の県内移設に反対する
県民会議、「止めよう！辺野古埋立て」
国会包囲実行委員会）

5月３１日（木）18：30～19：30 木曜日行動 衆議院第2議員会館前

6月5日（火）18：30～19：30
＊19：45～銀座デモ

オスプレイ飛ばすな！６・５首都
圏大行動

日比谷野外音楽堂

6月７日（木）14：00～15：00
安倍9条改憲NO！憲法を生か
す全国統一署名提出集会（第
一次）

衆議院第一議員会館国際会議室
（1階）

6月７日（木）18：30～19：30 木曜日行動 衆議院第2議員会館前

6月１０日（日）1４：０0～1５：30
安倍政治許さない　退陣求める
6・10大集会（仮称）

国会正門前
＊集会実行委員会（未定）

6月１４日（木）18：30～19：30 木曜日行動 衆議院第2議員会館前

6月１９日（火）18：30～19：30 １９日行動 衆議院第2議員会館前を中心に

＊主催名がないのは、全国市民アクション、総がかり行動実行委員会の主催で
す。

 

 

 

 

大阪 

 

大阪 

 

 
通常国会は 6月 20日に会期末を迎え、延長がなければあと 1か月で閉会します。安倍政権が大き

く揺れ、退陣に向けて新しい事態がつくられようとしているもとで、終盤国会を迎えました。森友学園に

関わる公文書改ざん・偽造の報道から始まった安倍政権の「国家権力による私物化・腐敗・民主主義

の破壊」の顕在化は、加計疑惑・厚労省のデータねつ造問題・文科省の教育への介入・防衛省の「日

報」隠し・財務省のセクハラ問題など、とどまることなく拡大しています。ところが、これらの疑惑・問題に

ふたをしたまま、政府・与党は、「働き方」改革一括関連法案・ＴＰＰ・カジノ法案など一連の悪法を力ず

くで押し通そうとしています。「こんな暴挙は許さない」という怒りの声を国会に集中しましょう。国会前

の行動の一つ一つを成功させるとともに、全国各地で国会行動に呼応したとりくみをすすめましょう。 

 一方、「今通常国会で改憲発議」という当初の安倍改憲スケジュールは、世論と運動により大きく修

正を余儀なくされています。3000万人署名が、安倍政権を退陣に追い込み、改憲発議を止める力とな

っています。6月 7日には、署名提出集会が予定されています。「改憲許さない」という声を署名現物と

して「見える形」で示すことが大きな圧力となります。署名運動の推進とともに、署名現物の集中をよろ

しくお願いします。 

 なお、3000万人署名については、「改憲発議を止める署名」として、通常国会終了後も目標達成に

向けて引き続きとりくみます。 

 

5月 24日（木）～30日（水）3000万人署名全国いっせい街宣・署名週間 


